
担
金
は
10
ａ
当
た
り
２
〜
３
万
円
で

あ
り
、
用
水
路
は
水
利
組
合
、
ほ
場

整
備
は
関
係
者
か
ら
一
括
支
払
い
で

あ
る
。

議
案
第
69
号

市
選
挙
公
報
の
発
行
に
関
す
る
条
例

の
制
定

　

令
和
３
年
度
執
行
予
定
の
市
長
選

挙
及
び
市
議
会
議
員
選
挙
か
ら
市
の

予
算
で
、
選
挙
公
報
を
各
世
帯
へ
配

布
す
る
た
め
、
そ
の
発
行
に
関
す
る

必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

議
案
第
72
号

市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　

昨
年
10
月
の
保
育
料
無
償
化
に
伴

い
、
食
事
の
提
供
に
関
し
副
食
費
の

免
除
規
定
が
収
入
や
所
得
課
税
額
に

応
じ
て
設
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。

議
案
第
68
号

県
営
土
地
改
良
事
業
の
計
画
の
概
要

　

県
営
中
山
間
地
域
農
業
農
村
総
合

整
備
事
業
第
二
大
隅
地
区
の
水
田
の

高
度
活
用
実
現
に
向
け
て
整
備
す
る

も
の
で
、
整
備
計
画
面
積
は
60
・
８

ha
で
す
。
農
業
用
用
排
水
施
設
整
備

が
２
団
地
９
・
７
ha
、
ほ
場
整
備
計

画
が
12
団
地
51
・
１ 

ha
で
、
事
業

費
は
17
億
３
５
２
０
万
円
で
す
。

　

計
画
同
意
率
は
ど
れ
ぐ
ら
い

か
。

　

93
・
６
％
で
あ
る
。

　

事
業
年
度
及
び
年
度
別
の
計

画
・
受
益
者
負
担
金
は
。

　

事
業
年
度
は
令
和
３
年
か
ら
10

年
ま
で
の
８
年
間
で
あ
る
。
年
度
別

の
計
画
に
つ
い
て
は
、
実
施
同
意
の

早
い
地
区
か
ら
と
な
り
、
受
益
者
負

議
案
第
73
号

曽
於
市
立
学
校
施
設
整
備
基
金
条
例

の
一
部
改
正

　

曽
於
市
立
学
校
施
設
整
備
基
金
に

お
い
て
、
新
た
に
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
を
対
象
施
設
と
し
て
追
加
し
、

今
後
、
各
施
設
の
改
修
や
修
繕
が
出

て
き
た
際
に
基
金
を
活
用
で
き
る
よ

う
条
例
を
一
部
改
正
す
る
も
の
で

す
。

　

基
金
残
高
と
基
金
の
充
当
予
定

は
。

　

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

議
案
第
74
号

議
案
第
75
号

　

市
内
中
学
校
の
生
徒
用
タ
ブ
レ
ッ

ト
型
端
末
・
市
内
小
学
校
の
児
童
用

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
整
備
事
業
費
に

つ
い
て
は
、
令
和
２
年
７
月
議
会
で

可
決
さ
れ
て
お
り
、
本
議
会
で
各
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
財
産
の
取
得
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

導
入
時
期
は
。

　

中
学
校
で
は
12
月
24
日
、
小
学

校
で
は
12
月
中
旬
か
ら
１
月
に
か
け

て
納
入
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

全
会
一
致　

可
決

全
会
一
致　

可
決

全
会
一
致　

可
決

賛
成
多
数　

可
決

全
会
一
致　

可
決

全
会
一
致　

可
決

第
３
回　

定
例
会

会　

期 

令
和
２
年
９
月
４
日

か
ら
10
月
13
日
（
40
日
間
）

計
画
の
概
要

条
例
の
制
定

条
例
の
一
部
改
正

財
産
の
取
得

学校施設整備基金

タブレット導入端末等

基金残高 ７億1,246 万円

充当予定

令和3年度 800万円

令和 4年度 3,400 万円

令和 5年度 1億 300万円

機　種 台　数 取得金額

中
学
校
Windows 815台 3,691万円

小
学
校
Apple 社
iPad 1,606 台 7,437 万円



議
案
第
77
号

令
和
２
年
度
曽
於
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

総
務
基
金
管
理
費
や
光
フ
ァ
イ

バ
ー
網
整
備
推
進
事
業
費
等
が
主
な

も
の
で
、
９
億
８
４
６
１
万
円
の
追

加
で
す
。

　

補
正
後
予
算

　

総
額
３
４
６
億
３
２
２
４
万
円

総
務
常
任
委
員
会
所
管
分

（
今
鶴 

治
信
委
員
長
）

【
消
防
費
の
自
主
防
災
組
織
備
蓄

施
設
設
置
補
助
金
】

　

こ
の
補
助
金
は
、
一
般
財
団
法
人

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
申
請
を

行
っ
た
も
の
の
う
ち
、
不
採
択
に

な
っ
た
も
の
を
市
で
予
算
を
計
上
し

た
も
の
で
す
。

　

来
年
度
も
実
施
す
る
の
か
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
申

請
し
、
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、

市
で
補
助
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

【
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
整
備
推
進
事
業
】

　

今
回
補
正
予
算
で
市
内
全
域
が

通
信
可
能
に
な
る
の
か
。

　

固
定
電
話
回
線
の
あ
る
世
帯
は

全
て
通
信
で
き
る
。

意
見　

若
い
人
達
か
ら
強
い
要
望
が

あ
っ
た
事
業
で
あ
る
。
早
期
の
実
現

を
望
む
。

【
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
改
修

及
び
戸
籍
シ
ス
テ
ム
改
修
】

　

今
回
の
改
修
で
国
外
転
出
者
に

よ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
利
用
が

可
能
に
な
る
と
の
こ
と
だ
が
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
市
内
交
付
者
数

は
。

　

９
月
６
日
現
在
で
４
６
９
０
人

で
あ
る
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
所
管
分

（
上
村 

龍
生
委
員
長
）

【
保
育
所
等
整
備
補
助
事
業
】

　

き
ら
り
の
星
認
定
こ
ど
も
園

（
仮
称
）
創
設
に
係
る
補
助
事
業
の

変
更
内
容
は
。

　

建
築
面
積
の
変
更
と
保
育
所
等

整
備
交
付
金
の
国
の
補
助
率
が
２
分

の
１
か
ら
３
分
の
２
に
変
更
に
な
っ

た
た
め
、
県
と
市
の
負
担
額
が
減
額

さ
れ
た
。

意
見　

子
ど
も
園
等
の
運
営
に
関
し

て
今
後
、
子
供
の
減
少
が
懸
念
さ
れ

る
た
め
、
市
と
し
て
は
適
切
な
方
針

の
下
で
対
応
さ
れ
た
い
。

【
財
部
温
泉
健
康
セ
ン
タ
ー
管
理
費
】

　

当
初
の
指
定
管
理
料
１
７
７
０

万
円
に
今
回
の
１
８
７
０
万
円
の
追

加
補
正
を
行
っ
て
い
る
が
、
近
年
の

収
支
状
況
に
つ
い
て
ど
う
だ
っ
た
か
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
令
和
元
年
度

ま
で
３
０
０
万
円
か
ら
１
０
０
万
円

弱
の
赤
字
経
営
で
あ
っ
た
。
令
和
２

年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
１

８
０
０
万
円
以
上
の
赤
字
が
見
込
ま

れ
る
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会
所
管
分

（
岩
水 

豊
委
員
長
）

【
ゆ
ず
搾
汁
セ
ン
タ
ー
増
設
工
事

実
施
設
計
業
務
委
託
料
】

　

４
レ
ー
ン
増
設
の
計
画
で
あ
る

が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
ゆ
ず
搾
汁
セ

ン
タ
ー
へ
の
影
響
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
昨
年
度
の

在
庫
が
多
く
あ
り
、
今
年
度
収
穫
に

影
響
が
出
る
可
能
性
が
あ
る
。

意
見　

ゆ
ず
農
家
に
も
コ
ロ
ナ
対
策

の
支
援
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

【
観
光
関
連
イ
ベ
ン
ト
助
成
事
業
】

　

商
工
会
夏
祭
り
の
中
止
に
よ
る
補

助
金
の
減
額
で
す
。

意
見　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
イ
ベ
ン
ト
等
の
中
止
に

よ
る
補
助
金
減
額
に
つ
い
て
は
、
他

の
事
業
を
含
め
統
一
し
た
対
応
を
と

る
必
要
が
あ
る
。

【
県
営
道
路
整
備
事
業
負
担
金
・

志
柄
・
宮
ヶ
原
線
】

意
見　

早
急
な
整
備
を
望
む
。

補
正
予
算

志柄・宮ヶ原線

全
会
一
致　

可
決



議
案
第
80
号

岩
川
小
学
校
校
舎
改
築
本
体
工
事

請
負
契
約
の
締
結

　

８
月
27
日
に
開
札
を
行
い
、渡
辺
・

鎌
田
・
川
原
田
特
定
建
設
工
事
共
同

企
業
体
が
10
億
６
１
２
８
万
円
で
落

札
し
、
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

※
工
期　

令
和
３
年
12
月
24
日
ま
で

意
見　

今
回
、
追
加
議
案
で
出
さ
れ

た
が
、
議
会
開
会
日
に
提
案
す
る
べ

き
で
あ
る
。

議
案
第
81
号

末
吉
中
央
公
民
館
建
替
事
業
建
築

本
体
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

９
月
10
日
に
開
札
を
行
い
、
鎌
田

建
設
株
式
会
社
曽
於
支
店
が
３
億
４

５
９
５
万
円
で
落
札
し
、
契
約
の
締

結
に
つ
い
て
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
で
す
。

※
工
期　

令
和
３
年
３
月
26
日
ま
で

意
見　

議
案
80
号
と
同
様
、
追
加
議

案
で
出
さ
れ
た
が
、
議
会
開
会
日
に

提
案
す
る
べ
き
で
あ
る
。

陳
情
第
６
号

国
の
責
任
に
よ
る
「
20
人
学
級
」
を

展
望
し
た
少
人
数
学
級
の
前
進
を
求

め
る
陳
情

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
に
よ
り
、
学
校
で
は
感
染

症
対
策
と
し
て
３
密
を
避
け
、
教

室
内
に
社
会
的
距
離
を
確
保
す
る

た
め
「
20
人
学
級
」
を
展
望
し
、

あ
わ
せ
て
教
職
員
の
増
加
、
教
室

の
確
保
、
教
職
員
定
数
改
善
計
画

を
国
が
責
任
持
っ
て
対
策
を
講
じ

る
こ
と
が
主
な
内
容
で
す
。

提
出
者　

新
日
本
婦
人
の
会
曽
於
班

班
長　

桑
畑 

差
与
子

意
見　

市
内
の
小
・
中
学
校
の
各

学
校
の
生
徒
数
を
考
慮
す
る
と
、

中
学
校
３
校
と
末
吉
・
岩
川
・
財

部
小
の
３
校
は
生
徒
数
が
多
い
が
、

そ
れ
以
外
の
小
学
校
は
小
規
模
校

が
大
半
で
あ
り
、
陳
情
の
20
人
学

級
に
満
た
な
い
学
校
が
あ
る
た
め
、

20
人
学
級
と
限
定
せ
ず
、
少
人
数

学
級
と
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
り
、

ま
た
、
６
月
議
会
で
も
30
人
学
級

を
盛
り
込
ん
だ
意
見
書
を
関
係
機
関

へ
送
付
し
、
実
現
し
て
い
な
い
た
め
、

意
見
書
を
「
国
の
責
任
に
よ
る
少

人
数
学
級
の
前
進
を
求
め
る
意
見

書
案
」
と
修
正
し
ま
し
た
。

発
議
第
３
号

陳
情
第
６
号
に
伴
う
発
議

　

国
の
責
任
に
よ
る
少
人
数
学
級
の

前
進
を
求
め
る
意
見
書
を
国
に
提
出

し
ま
し
た
。

　
（
発
議
者
）
渕
合 

昌
昭 

他
５
名

１　

子
ど
も
た
ち
の
い
の
ち
と
健
康

を
守
り
、
成
長
と
発
達
を
保
障
す
る

た
め
、
早
急
に
20
人
程
度
で
授
業
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
そ
の
た

め
に
教
職
員
増
と
教
室
確
保
を
国
の

責
任
で
行
う
こ
と
。

２　
「
20
人
学
級
」
を
展
望
し
、
少

人
数
学
級
を
実
現
す
る
こ
と
。
そ
の

た
め
に
国
は
、
標
準
法
を
改
正
し
教

職
員
定
数
改
善
計
画
を
立
て
る
こ
と
。

契
約
の
締
結

陳　

情

発　

議

全
会
一
致　

可
決

賛
成
多
数　

採
択

全
会
一
致　

可
決

全
会
一
致　

可
決

岩川小学校完成イメージ図

末吉中央公民館完成イメージ図

衆
議
院
議
長   

参
議
院
議
長   

内
閣
総
理
大
臣   

文
部
科
学
大
臣

提 出



諮
問
第
２
号
・
３
号

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

田
ノ
上　

晃
氏
64
歳

 （
大
隅
町
段
中
町
・
再
任
）

　

迫
田　

雪
春
氏 

66
歳

　
　
　
（
末
吉
町
諏
訪
方
・
新
任
）

※ 

任
期
は
令
和
３
年
１
月
１
日
か
ら

３
年
間
で
す
。

同
意
案
第
20
号
〜
22
号

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任

　

高
良　

博
夫
氏　

73
歳

（
末
吉
町
諏
訪
方
・
再
任
）

　

有
村　

芳
文
氏　

70
歳

（
末
吉
町
上
町
・
再
任
）

　

中
川　

晴
雄
氏　

67
歳

（
財
部
町
下
財
部
・
新
任
）

※ 

任
期
は
令
和
２
年
10
月
５
日
か
ら

３
年
間
で
す
。

適　

任

賛
成
多
数
同
意

人
事
関
係

発
議
第
４
号

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政
の
急
激

な
悪
化
に
対
し
地
方
税
財
源
の
確

保
を
求
め
る
意
見
書
を
国
に
提
出

し
ま
し
た
。

　
（
発
議
者
）
迫　

杉
雄 
他
６
名

１　

地
方
の
安
定
的
な
財
政
運
営

に
必
要
な
地
方
税
、
地
方
交
付
税

な
ど
の
一
般
財
源
総
額
を
確
保
す

る
こ
と
。
そ
の
際
、
臨
時
財
政
対

策
債
が
累
積
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
発
行
額
の
縮
減
に
努
め
る
と

と
も
に
、
償
還
財
源
を
確
保
す
る

こ
と
。

２　

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
財
源
保
障
機
能
と
財
源

調
整
機
能
の
両
機
能
が
適
切
に
発

揮
で
き
る
よ
う
総
額
を
確
保
す
る

こ
と
。

３　

令
和
２
年
度
の
地
方
税
収
が

大
幅
に
減
収
と
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
思
い
切
っ
た

減
収
補
填
措
置
を
講
じ
る
と
と
も

に
、
減
収
補
填
債
の
対
象
と
な
る

税
目
に
つ
い
て
も
、
地
方
消
費
税

を
含
め
弾
力
的
に
対
応
す
る
こ
と
。

４　

税
源
の
偏
在
性
が
小
さ
く
、

税
収
が
安
定
的
な
地
方
税
体
系
の

構
築
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
税
・

地
方
税
の
政
策
税
制
に
つ
い
て

は
、
積
極
的
な
整
理
合
理
化
を
図

り
、
新
設
・
拡
充
・
継
続
に
当
た
っ

て
は
、
有
効
性
・
緊
急
性
を
厳
格

に
判
断
す
る
こ
と
。 

５　

と
り
わ
け
、
固
定
資
産
税
は
、

市
町
村
の
極
め
て
重
要
な
基
幹
税

で
あ
り
、
制
度
の
根
幹
を
揺
る
が

す
見
直
し
は
家
屋
・
償
却
資
産
を

含
め
、
断
じ
て
行
わ
な
い
こ
と
。

先
の
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
講
じ

た
特
例
措
置
は
、
臨
時
・
異
例
の

措
置
と
し
て
、
や
む
を
得
な
い
も

の
で
あ
っ
た
が
、
本
来
国
庫
補
助

金
な
ど
に
よ
り
対
応
す
べ
き
も
の

で
あ
る
。
よ
っ
て
、
今
回
限
り
の

措
置
と
し
、
期
限
の
到
来
を
も
っ

て
確
実
に
終
了
す
る
こ
と
。

全
会
一
致　

可
決

衆
議
院
議
長   

参
議
院
議
長   

内
閣
総
理
大
臣   

内
閣
官
房
長
官 

総
務
大
臣   

財
務
大
臣   

経
済
産
業
大
臣  

経
済
再
生
担
当
大
臣   

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
担
当
大
臣

提 出



議決結果一覧
土屋議員は議長のため、表決には参加しない。
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重
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昌
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克
典

伊
地
知
厚
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田
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一
郎

山
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義
盛

大
川
内
冨
男

渡
辺　

利
治

海
野　

隆
平

久
長
登
良
男

谷
口　

義
則

迫　
　

杉
雄

徳
峰　

一
成

結　

果

認　

定　

案

第1号 令和元年度曽於市一般会計歳入歳出決算の認定につ
いて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致

可決

第2号 令和元年度曽於市国民健康保険特別会計歳入歳出決算
の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致

可決

第3号 令和元年度曽於市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決
算の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 賛成多数

可決

第4号 令和元年度曽於市介護保険特別会計歳入歳出決算の認
定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致

可決

第5号 令和元年度曽於市公共下水道事業特別会計歳入歳出決
算の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致

可決

第6号 令和元年度曽於市生活排水処理事業特別会計歳入歳出
決算の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致

可決

第7号 令和元年度曽於市笠木簡易水道事業特別会計歳入歳出
決算の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致

可決

第8号 令和元年度曽於市水道事業会計決算の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致
可決

議　
　

案

第68号 県営土地改良事業の計画の概要について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致
可決

第69号 曽於市選挙公報の発行に関する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致
可決

第70号 曽於市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正に
ついて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致

可決

第71号 曽於市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致

可決

第72号 曽於市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致

可決

第73号 曽於市立学校施設整備基金条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致
可決

第74号 財産の取得について（中学校生徒用タブレット型端末）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 賛成多数
可決

第75号 財産の取得について（小学校児童用タブレット型端末）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致
可決

第76号 令和元年度曽於市水道事業剰余金の処分について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致
可決

第77号 令和２年度曽於市一般会計補正予算（第６号）につ
いて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致

可決

第78号 令和２年度曽於市介護保険特別会計補正予算（第２号）
について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致

可決

第79号 令和２年度曽於市水道事業会計補正予算（第２号）に
ついて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致

可決

第80号 岩川小学校校舎改築本体工事請負契約の締結について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致
可決

第81号 末吉中央公民館建替事業建築本体工事請負契約の締結
について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致

可決

陳
情 第6号 国の責任による「20 人学級」を展望した少人数学級の

前進を求める陳情 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 賛成多数
採択

発
議 第3号

ゆたかな学びの実現のための教職員定数改善と義務教
育費国庫負担制度２分の１復元をはかるための、2021
年度政府予算に係る意見書案

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致
可決

発
議 第4号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急

激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致
可決




